
今
回
の
要
請
は
、
滋
賀
労
働
局
、

大
津
労
働
基
準
監
督
署
、
大
津
公
共

職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
津
）

が
集
約
さ
れ
本
年
7
月
24
日
に
竣
工

し
た
滋
賀
労
働
総
合
庁
舎
に
お
い
て
、

滋
賀
労
働
局
か
ら
４
人
と
大
津
労
働

基
準
監
督
署
２
人
と
が
同
じ
会
場
で

の
要
請
と
な
り
ま
し
た
。

国
の
監
督
指
導
強
化
後

も
後
を
絶
た
な
い
過
労

死
や
過
労
自
殺

要
請
の
趣
旨
は
、
２
０
１
４
年
に

制
定
さ
れ
た
「
過
労
死
防
止
対
策
推

進
法
」
を
受
け
、
過
労
死
防
止
対
策

大
綱
が
２
０
１
５
年
7
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
、
過
労
死
を
防
ぐ
た
め
、
国

は
企
業
へ
の
監
督
指
導
を
強
化
し
ま

し
た
が
、
過
労
死
や
過
労
自
殺
は
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
２
０
１
６
年
度
の

う
つ
病
な
ど
「
心
の
病
」
で
の
労
災

認
定
者
は
４
９
８
人
と
過
去
最
高
と

な
り
、
認
定
者
の
う
ち
「
過
労
死
の

危
険
ラ
イ
ン
」
と
さ
れ
る
月
80
時
間

以
上
の
残
業
を
し
て
い
た
人
が
１
８

１
人
、
１
６
０
時
間
以
上
が
52
人
も

い
ま
し
た
。
ま
た
「
脳
・
心
臓
疾
患
」

で
の
労
災
認
定
者
は
２
６
０
人
で
、

そ
の
う
ち
月
80
時
間
以
上
の
残
業
を

し
て
い
た
人
が
２
３
４
人
と
９
割
と

な
り
、
労
災
に
長
時
間
労
働
が
影
響

し
て
い
る
こ
と
が
ハ
ッ
キ
リ
と
し
て

い
ま
す
。

金
融
職
場
は
過
度
な
営

業
推
進
で
パ
ワ
ハ
ラ
や

休
職
・
離
職

金
融
機
関
の
職
場
で
も
、
人
員
削

減
に
よ
り
長
時
間
過
密
労
働
が
ま
ん

延
し
、
金
融
リ
ス
ク
商
品
・
カ
ー
ド

ロ
ー
ン
の
ノ
ル
マ
販
売
な
ど
過
度
な

営
業
推
進
も
相
ま
っ
て
、
パ
ワ
ハ
ラ

も
後
を
絶
た
ず
、
職
員
の
健
康
が
心

身
両
面
か
ら
損
な
わ
れ
、
休
職
や
離

職
を
す
る
職
員
が
増
加
し
、
自
殺
す

る
職
員
も
出
る
ほ
ど
職
場
の
状
況
は

ま
す
ま
す
悪
化
し
て
い
ま
す
。

高
年
法
改
正
以
降
も
定

年
再
雇
用
者
の
劣
悪
な

労
働
条
件

新
卒
並
み
の
低
賃
金
」

ま
た
、
２
０
１
３
年
４
月
の
高
年

法
改
正
以
降
も
、
定
年
再
雇
用
者
の

労
働
条
件
の
改
善
は
進
ま
ず
、
定
年

前
と
同
じ
よ
う
に
働
い
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
劣
悪
な
労
働
条
件
や

新
卒
並
み
の
低
賃
金
で
の
勤
務
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労

働
契
約
法
が
改
正
さ
れ
て
も
、
ま
す

ま
す
増
え
続
け
て
い
る
非
正
規
労
働

者
へ
の
差
別
待
遇
は
依
然
と
し
て
残

さ
れ
、
雇
用
不
安
に
脅
え
て
い
る
実

態
も
あ
り
ま
す
。

金
融
機
関
の
厳
し
い
労
働
実
態
を

改
善
し
、
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く

る
た
め
、
特
に
次
の
事
頃
に
つ
い
て

監
督
・
指
導
を
強
め
て
い
た
だ
き
た

く
、
要
請
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に
双
方
が
自
己
紹
介
を
行

い
要
請
に
対
す
る
回
答
を
受
け
ま
し

た
。
滋
賀
労
働
局
か
ら
監
督
課
監
察

官
、
健
康
安
全
課
、
職
業
対
策
課
、

雇
用
環
境
均
等
室
、
大
津
労
働
基
準

監
督
署
か
ら
副
署
長
、
第
一
方
面
審

議
監
督
官
の
６
氏
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。項

目
１
．
長
時
間
労
働
削
減
の
た

め
、
慢
性
的
な
残
業
・
休
日
出
勤
を

な
く
し
、
休
暇
の
取
得
促
進
を
図
る

よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

回
答

年
間
を
通
じ
て
長
時
間
労

働
が
疑
わ
れ
る
事
業
所
に
対
す
る
監

督
指
導
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
実
施

し
て
い
る
。
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ

た
場
合
は
３
署
に
お
い
て
そ
の
是
正

に
つ
い
て
厳
し
く
指
導
し
て
い
る
。

年
次
有
給
休
暇
の
促
進
に
つ
い
て

は
プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
の
実
施
や
計
画

付
与
に
つ
い
て
も
干
渉
を
し
て
い
る

な
ど
取
得
促
進
を
指
導
し
て
い
る
。

10
月
は
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
期
間

と
し
て
全
国
一
斉
に
集
中
的
な
広
報

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
11
月
は
過
労

死
防
止
月
間
に
定
め
ら
れ
て
お
り
厚

労
省
で
は
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
集
中
的
な
取
組
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
取
組
で
長
時
間
労
働
が

疑
わ
れ
れ
る
事
業
場
に
は
重
点
的
な

監
督
を
３
つ
の
監
督
署
で
実
施
し
て

い
る
。

項
目
２
．
今
年
１
月
に
厚
生
労
働

省
が
発
出
し
た
「
労
働
時
間
の
適
正

な
把
握
の
た
め
に
使
用
者
が
講
ず
べ

き
措
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
遵
守
さ
せ
、
早
朝
出
勤
を
含
め
た

賃
金
不
払
い
残
業
は
も
と
よ
り
、
自

主
勉
強
会
に
名
を
借
り
た
休
日
や
就

業
時
間
外
の
研
修
、
早
朝
清
掃
や
制

服
の
着
替
え
な
ど
を
労
働
時
間
と
し

て
扱
い
、
適
正
に
労
働
時
間
を
管
理･

把
握
す
る
よ
う
各
金
融
磯
関
に
対
し

監
督
・
指
導
を
強
化
す
る
こ
と
。

回
答

賃
金
不
払
い
労
働
は
長
時

間
労
働
と
同
じ
で
労
働
基
準
法
違
反

に
該
当
す
る
。
１
月
20
日
に
策
定
さ

れ
た
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
労
働
時
間

の
考
え
方
が
明
確
化
さ
れ
た
。
例
え

ば
、就

業
を
命
じ
ら
れ
た
業
務
に
必
要

な
制
服
へ
の
着
替
え
等
準
備
行
為
、

業
務
終
了
後
の
業
務
に
関
連
し
た
清

掃
等
後
始
末
。
使
用
者
の
指
示
に
よ

り
業
務
に
必
要
な
学
習
等
を
行
っ
て

い
た
時
間
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
明

確
に
労
働
時
間
で
あ
る
と
明
示
し
て

い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は

集
中
的
に
周
知
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

監
督
署
で
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
措
置
を
と
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

項
目
３
．
管
理
監
督
者
の
範
囲

（
昭
和
52
年
２
月
28
日
基
発
第
１
０

５
号
）
を
逸
脱
し
た
「
名
ば
か
り
管

理
監
督
者
」
と
し
て
、
残
業
代
を
支

払
わ
な
い
よ
う
な
企
業
に
対
し
、
実

効
性
の
あ
る
厳
恪
な
指
導
を
す
る
こ

と
。回

答

金
融
機
関
に
お
け
る
管
理

監
督
者
の
範
囲
に
つ
い
て
は
労
働
基

準
法
第
41
条
第
２
号
に
規
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
範
囲
に
つ
い
て
、
昭
和

52
年
２
月
28
日
付
基
発
第
１
０
５
号

に
都
市
銀
行
以
外
の
金
融
機
関
に
お

け
る
管
理
監
督
者
の
範
囲
に
つ
い
て

は
明
示
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
そ

の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
に
も
拘
わ
ら

ず
時
間
外
労
働
割
増
賃
金
が
払
わ
れ

て
い
な
い
場
合
は
当
然
労
働
基
準
法

違
反
に
な
り
、
厳
し
く
指
導
す
る
。

項
目
４
．
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
を

な
く
す
と
と
も
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
と
休
職
者
に
対
す
る
丁
寧
な

職
場
復
帰
策
を
講
じ
る
よ
う
指
導
す

る
こ
と
。

回
答

パ
ワ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
い

わ
ゆ
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
は
雇
用
環
境
均
等
室
が
、
相
談
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
防
止
対
策
は
、

事
業
場
へ
の
説
明
会
に
お
い
て
総
合

的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
内
容
と
対
策
・

防
止
策
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

て
い
る
。

特
に
、
今
年
１
月
１
日
か
ら
職
場

に
お
け
る
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業

等
に
関
す
る
言
動
に
よ
り
就
業
環
境

を
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
措
置

を
講
じ
る
こ
と
を
新
た
に
事
業
主
に

義
務
付
け
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
も
重
点
的
に
確
認
し
て
、
措
置
を

講
じ
て
い
な
い
場
合
は
是
正
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
７
月
３
日
か

ら
12
月
28
日
ま
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
応
特
別
窓
口
を
設
け
て
労
使
か
ら

の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

平
成
１
８
年
３
月
３
１
付
の
「
労

働
者
の
心
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た

め
の
指
針
」
を
公
表
し
て
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
実
施
を
図
っ
て
い
る
。

職
場
環
境
等
の
把
握
と
改
善
は
指
針

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
い
じ

め
、
嫌
が
ら
せ
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
の
防
止
な
ど
指
針
に
基
づ

い
て
指
導
し
て
い
る
。
職
場
復
帰
の

支
援
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
最
終
的

な
段
階
で
の
取
組
で
あ
り
、
指
針
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

職
場
復
帰
の
流
れ
を
示
し
た
手
引
き

な
ど
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

項
目
５

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
情
報
を

保
護
し
、
人
事
考
課
な
ど
に
反
映
さ

せ
な
い
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

回
答

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
労
働
安
全
衛
生
法
、
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
指
針
に
示
さ
れ
て
い
る

通
り
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
１
０
４
条
の
中
に

「
実
施
に
当
た
っ
て
知
り
え
た
労
働

者
の
秘
密
は
も
ら
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
更
に
指
針
に

は
「
事
業
者
が
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

制
度
に
関
す
る
労
働
者
の
秘
密
を
不

正
に
入
手
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定

め
て
い
る
。
人
事
考
課
へ
の
反
映
に

つ
い
て
は
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
52

条
10
に
よ
り
従
事
禁
止
を
定
め
て
い

る
。
安
全
衛
生
法
66
条
の
２
や
指
針

に
不
利
益
扱
い
を
禁
止
を
明
確
に
示

し
て
い
る
。

項
目
６
．
「
労
働
契
約
法
」
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
非
正
規
労
働
者
に
対

す
る
差
別
改
善
と
雇
用
確
保
に
向
け

て
指
導
す
る
こ
と
。

回
答

現
行
法
で
も
労
働
契
約
法

第
20
条
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
第

８
条
・
第
９
条
、
労
働
者
派
遣
法
30

条
の
３
な
ど
各
法
の
趣
旨
に
よ
り
啓

発
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
雇
用

形
態
に
拘
わ
ら
な
い
非
正
規
雇
用
労

働
者
の
待
遇
改
善
つ
い
て
同
一
労
働

同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
を
滋
賀

非
正
規
労
働
者
待
遇
改
善
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
け
て
周
知
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

非
正
規
雇
用
者
対
策
と
し
て
、
正

規
雇
用
の
労
働
者
を
増
や
す
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
県
内
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
お
い
て
も
求
人
対
策
で
正

規
雇
用
の
求
人
に
切
り
替
え
る
よ
う

に
働
き
か
け
る
な
ど
に
よ
っ
て
正
規

雇
用
求
人
を
増
や
す
努
力
を
し
て
い

る
。項

目
７
．
希
望
者
全
員
の
65
歳
ま

で
の
雇
用
確
保
と
定
年
再
雇
用
者
の

劣
悪
な
労
働
条
件
の
改
善
に
向
け
て

指
導
す
る
こ
と
。

回
答

労
働
基
準
法
に
は
、
定
年

再
雇
用
や
正
社
員
と
い
う
く
く
り
は

な
く
、
定
年
再
雇
用
さ
れ
た
人
で
あ
っ

た
と
し
て
も
労
働
条
件
の
確
保
に
つ

い
て
は
一
般
の
労
働
者
と
同
一
で
あ

る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
労
働
安
全

衛
生
法
で
も
同
じ
で
あ
る
。
法
律
に

違
反
す
る
場
合
に
は
当
然
監
督
指
導

を
す
る
。

希
望
者
全
員
の
雇
用
確
保
に
つ
い

て
は
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
平
成
25
年
４
月
１
日
施
行

さ
れ
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
再
雇
用
者

（
※
次
葉
の
囲
み
記
事
に
続
く
）
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金
融
機
関
の
労
働
実
態
改
善
の
た
め
の
指
導
強
化
の
要
請

滋
賀
労
働
局
、
大
津
労
働
基
準
監
督
署
へ

11
月
16
日
、
全
国
金
融
労
働
組
合
連
合
会
（
金
融
労
連
）
、
滋

賀
銀
行
従
業
員
組
合
、
全
国
金
融
産
業
労
働
組
合
近
畿
支
部
滋
賀

分
会
（
さ
ざ
な
み
ネ
ッ
ト
）
の
連
名
に
よ
り
滋
賀
労
働
局
と
大
津

労
働
基
準
監
督
署
に
対
し
て
「
金
融
機
関
の
労
働
実
態
改
善
の
た

め
の
指
導
強
化
の
要
請
」
書
に
基
づ
き
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
行
動
特
集

要
請
の
趣
旨

要
請
に
対
す
る
回
答



大
会
は
、
議
長
団
に
木
村
隆
太
氏

（
京
都
北
都
従
組
）
と
尾
形
諭
氏

（
金
融
ユ
ニ
オ
ン
直
属
）
を
選
出
し
、

大
会
役
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て

岡
野
議
長
が
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

相
次
ぐ
大
企
業
の
不
祥
事

個
人
が
尊
重
さ
れ
な
い
現
場

自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
の
社
会

岡
野
議
長
は
「
神
戸
製
鋼
・
東

芝
な
ど
大
企
業
の
不
祥
事
が
続
い

て
い
る
な
か
で
、
現
場
で
は
個
人

が
尊
重
さ
れ
ず
、
上
か
ら
の
命
令

で
自
己
決
定
で
き
な
い
人
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
自
分
フ
ァ
ー

ス
ト
で
、
意
に
沿
わ
な
い
も
の
は

排
除
す
る
よ
う
な
社
会
を
変
え
て

い
こ
う
。

金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る

労
働
者
の
人
間
ら
し
く

質
の
高
い
環
境
づ
く
り
も
重
要

金
融
の
仕
事
が
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ

ト
に
変
わ
る
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
で
赤
字
に
な
り
再
編
さ
れ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
地
域
金
融
機

関
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
私
た
ち
は
地
域
経

済
を
支
え
地
域
に
寄
り
添
う
金
融

マ
ン
と
し
て
プ
ラ
イ
ド
と
や
り
が

い
を
取
戻
し
、
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
金
融
機
関
に
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

そ
こ
で
働
く
労
働
者
の
人
間
ら
し

く
質
の
高
い
環
境
づ
く
り
も
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

地
域
経
済
や
地
域
産
業
を

支
え
る
た
め

経
営
に
施
策
提
言
が
必
要

私
た
ち
は
地
域
経
済
や
地
域
産

業
を
支
え
る
た
め
、
経
営
に
施
策

を
提
言
し
て
い
く
こ
と
が
今
求
め

ら
れ
て
い
る
。
今
年
度
も
学
習
を

深
め
て
、
諸
課
題
を
積
極
的
に
進

め
て
い
こ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
池
田
京
都
地
評
事

務
局
長
、
川
辺
大
阪
労
連
議
長
、

田
畑
金
融
労
連
書
記
長
か
ら
来
賓

の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

満
場
一
致
で
全
議
案
と
を
採
択

午
後
に
は
第
１
号
議
案
「
た
た

か
い
の
総
括
と
す
す
め
方
」
に
つ

い
て
阿
部
事
務
局
長
か
ら
、
第
２
・

３
号
「
決
算
報
告
」「
予
算
案
提
案
」

を
伊
藤
事
務
局
次
長
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
提
案
に
対
す
る
討
議
で

は
単
組
・
分
会
か
ら
９
人
が
発
言

さ
れ
ま
し
た
。
当
単
組
か
ら
は
小

原
代
議
員
が
「
人
事
制
度
改
定
」

に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
全
議
案
と
も
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
年
度
の
役
員
選
挙

が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

選
出
さ
れ
た
新
役
員

選
出
さ
れ
た
２
０
１
８
年
度
役

員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
議
長
：

岡
野
展
子
（
池
田
泉
州
従
組
）
、

副
議
長
：
松
島
照
男
（
金
融
ユ
ニ

オ
ン
・
大
阪
分
会
）、
事
務
局
長
：

阿
部
正
巳
（
京
都
北
都
信
金
従
組
）、

事
務
局
次
長
：
伊
藤
宗
孝
（
金
融

ユ
ニ
オ
ン
・
直
属
支
部
）。

最
後
に
岡
野
議
長
が
新
役
員
を

代
表
し
て
決
意
表
明
を
行
い
、
松

島
副
議
長
の
音
頭
で
ガ
ン
バ
ロ
ー

を
三
唱
し
閉
会
し
ま
し
た
。

大
阪
シ
テ
ィ
信
金
の

尾
形
さ
ん
を
支
援
し
よ
う

ま
た
、
こ
の
大
会
で
は
、
解
雇

撤
回
の
た
た
か
い
を
支
援
す
る
た

め
、
10
月
４
日
に
結
成
さ
れ
た

「
大
阪
シ
テ
ィ
信
金
尾
形
さ
ん
を
支

援
す
る
会
」
の
辻
会
長
よ
り
入
会

が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

大
阪
シ
テ
ィ
信
金
は
、
パ
ワ
ハ

ラ
や
長
時
間
過
密
労
働
で
、
う
つ

病
を
発
症
し
て
休
職
中
の
尾
形
諭

さ
ん
を
、
労
使
交
渉
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
２
０
１
４
年
12
月
、
休

職
期
間
満
了
と
し
て
解
雇
し
ま
し

た
。
こ
の
間
の
休
職
を
労
働
災
害

と
し
て
扱
う
よ
う
労
災
申
請
を
行

う
も
15
年
11
月
に
労
働
基
準
監
督

署
に
認
め
ら
れ
ず
、
16
年
12
月
26

日
に
再
審
査
請
求
も
棄
却
さ
れ
ま

し
た
。

尾
形
さ
ん
は
、
16
年
９
月
６
日
、

地
位
確
認
等
を
求
め
て
大
阪
地
裁

に
提
訴
。
現
在
、
審
理
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

（
11
月
20
日
に
和
解
が
成
立
し
ま

し
た
）

２ ０ １ 7 年 １ １ 月 第 ４０８号 滋 賀 銀 行 従 業 員 組 合 教 宣 部

地域経済を支える金融マンとして
ﾌﾟﾗｲﾄﾞとやりがいを取戻そう

金融労連・近畿地協第12回定期大会

10
月
21
日
、
京
都
市
に
お
い
て
全
国
金
融
労
働
組
合
連
合
会

（
金
融
労
連
）
近
畿
地
方
協
議
会
の
第
12
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ

代
議
員
と
役
員
な
ど
29
人
（
委
任
状
６
含
む
）
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
単
組
か
ら
は
小
原
執
行
委
員
（
代
議
員
）
と
山
﨑
執
行
委
員

（
本
部
役
員
・
さ
ざ
な
み
ネ
ッ
ト
か
ら
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
本
稿
は
、
紙
面
の
関
係
で
10
月
号
に
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
本
号
に
掲
載
し
ま
し
た
。
）

（
※
前
葉
の
続
き
）

を
限
定
で
き
る
と
言
う
経
過
措
置
が

生
き
て
い
る
が
最
終
的
に
は
希
望
者

全
員
が
雇
用
さ
れ
る
。
今
年
６
月
１

日
現
在
の
31
人
以
上
の
企
業
で
、
雇

用
確
保
措
置
を
講
じ
て
い
る
企
業
は

99･

3
％
で
、
全
員
雇
用
は
75･

3
％

で
あ
り
、
70
歳
以
上
は
21･

６
％
で

あ
る
。

項
目
８
．
２
０
１
８
年
４
月
か
ら

義
務
化
さ
れ
る
無
期
雇
用
へ
の
転
喚

に
つ
い
て
の
啓
蒙
活
動
を
強
化
す
る

こ
と
。

回
答

平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）

４
月
１
日
以
降
に
締
結
し
た
有
期
雇

用
契
約
が
更
新
を
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
５
年
を
超
え
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
る
雇
用
契
約
を
締
結
し
た
時
点
で

発
生
す
る
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換

申
込
み
権
。
実
は
既
に
申
込
み
権
が

発
生
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
実
際
に
あ

る
。
来
年
の
４
月
か
ら
本
格
化
す
る

と
言
う
こ
と
で
労
働
局
と
し
て
、
各

種
説
明
会
で
重
点
的
に
周
知
を
行
っ

て
い
る
。
新
庁
舎
移
転
の
周
知
の
案

内
ハ
ガ
キ
や
新
聞
広
告
に
「
無
期
転

換
ル
ー
ル
が
本
格
化
し
ま
す
」
と
案

内
を
入
れ
周
知
を
図
っ
た
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
場
所
を
借
り
て
毎
年
行
っ

て
い
る
労
働
条
件
説
明
会
に
お
い
て

も
無
期
転
換
ル
ー
ル
を
重
点
的
に
説

明
し
て
い
る
。
９
月
10
月
に
取
組
促

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
や
特
別
窓

口
を
設
け
て
お
り
現
在
も
計
測
中
で

あ
る
。
な
お
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
に

関
し
て
、
雇
い
止
め
や
退
職
勧
奨
、

解
雇
を
把
握
し
た
場
合
は
、
事
実
を

確
認
し
て
労
働
局
と
し
て
指
導
を
行

う
。回

答
を
受
け
、
組
合
側
か
ら
次
の

よ
う
な
質
問
を
し
た
。

組
合
質
問

項
目
２
の
新
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
業
務
に
必
要
な

準
備
行
為
に
つ
い
て
、
制
服
に
着
替

え
る
時
間
帯
に
つ
い
て
労
働
時
間
に

入
れ
て
お
ら
れ
る
事
業
所
は
あ
る
か
？

コ
メ
ン
ト

そ
の
よ
う
な
事
業
所

が
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。
当

然
、
着
替
え
と
言
う
の
は
始
業
前
も

で
す
し
、
業
務
に
従
事
す
る
と
き
に

は
制
服
を
着
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
ル
ー
ル
化
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

当
然
着
替
え
そ
の
も
の
が
必
要
な
も

の
で
あ
り
労
働
時
間
で
あ
り
、
今
の

提
言
に
当
て
は
め
れ
ば
労
働
時
間
に

な
る
。
当
然
、
逆
の
パ
タ
ー
ン
も
起

こ
る
。
帰
る
と
き
は
制
服
を
置
い
て

お
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
後
片
付
け

と
し
て
労
働
時
間
に
な
る
。

質
問
に
答
え
る
と
金
融
機
関
で
は

な
い
が
、
か
な
り
キ
ッ
チ
リ
と
取
り

組
ま
れ
て
い
る
事
業
所
が
あ
る
。
着

替
え
時
間
を
時
間
内
に
徹
底
さ
れ
て

い
る
。
金
融
機
関
で
は
知
ら
な
い
が
、

着
替
え
る
の
が
ル
ー
ル
で
あ
れ
ば
、

本
来
あ
る
べ
き
姿
だ
と
思
う
。

組
合
質
問

あ
る
銀
行
の
交
渉
で
、

経
営
者
が
「
就
業
規
則
に
着
替
え
の

場
所
ま
で
指
定
し
て
い
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
如
何
か
。

コ
メ
ン
ト

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も

書
い
て
い
る
が
「
明
文
化
さ
れ
て
い

る
か
否
か
に
拘
わ
ら
ず
」
で
あ
り
、

実
態
と
し
て
ど
う
な
の
か
と
言
う
こ

と
で
あ
り
、
指
揮
命
令
下
に
あ
る
準

備
行
為
で
あ
れ
ば
、
就
業
規
則
に
明

文
化
さ
れ
て
い
る
い
な
い
か
は
基
本

的
に
は
関
係
は
な
い
。

組
合
質
問

３
番
の
管
理
監
督
者

の
部
分
で
す
が
、
金
融
機
関
で
見
た

場
合
、
機
密
情
報
を
扱
う
人
間
は
経

営
と
一
体
だ
と
い
う
見
解
だ
が
、
扱

う
中
身
が
機
密
か
否
か
議
論
に
な
る

が
、
如
何
か
。

コ
メ
ン
ト

金
融
機
関
と
言
う
と

こ
ろ
は
、
顧
客
も
含
め
機
密
情
報
ば

か
り
を
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
か
。
労
働
基
準
法
の
41
条
第
２
号

に
確
か
に
「
監
督
者
又
は
機
密
の
事

務
を
取
り
扱
う
者
」
と
あ
る
が
、

「
機
密
を
取
り
扱
う
者

イ
コ
ー
ル

機
密
情
報
と
い
う
大
き
な
定
義
の
機

密
情
報
を
取
り
扱
う
か
ら
管
理
監
督

者
だ
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

と
思
う
。
経
営
自
体
と
し
て
機
密
情

報
で
あ
る
、
経
営
に
か
か
わ
る
こ
と

で
の
機
密
の
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と

だ
ろ
う
と
思
う
。

組
合
質
問

機
密
事
務
と
機
密
情

報
を
取
り
扱
う
こ
と
が
一
致
し
て
い

る
わ
け
で
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

コ
メ
ン
ト

顧
客
の
機
密
情
報
を

取
り
扱
う
と
言
え
ば
末
端
の
行
員
も

個
人
情
報
な
ど
機
密
な
情
報
を
取
り

扱
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
前
段

の
管
理
監
督
者
と
並
列
・
並
記
さ
れ

て
お
り
、
管
理
監
督
者
と
同
列
に
扱

う
、
事
業
所
内
で
一
部
の
人
し
か
知

り
え
な
い
機
密
を
取
り
扱
う
者
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
だ
と
思
う
。

組
合
質
問

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
情
報

の
よ
う
な
も
の
か
。

コ
メ
ン
ト

通
達
に
あ
る
が
「
機

密
の
事
務
を
取
り
扱
う
者
と
は
、
国

際
労
働
条
約
の
訳
語
を
取
り
入
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
秘
密
書

類
を
取
り
扱
う
者
を
意
味
し
た
も
の

で
は
な
い
。
職
務
が
秘
書
ま
た
は
職

務
が
経
営
者
ま
た
は
監
督
も
し
く
は

管
理
の
地
位
に
あ
る
者
の
活
動
と
一

体
不
可
分
で
あ
っ
て
厳
格
な
労
働
管

理
に
な
じ
ま
な
い
者
。
（
昭
和
22
年

9
月
13
日
付
発
基
第
17
号
）
」
と
あ

る
。そ

の
後
、
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
、
要
請
と
懇
談

を
終
了
し
ま
し
た
。

回
答
を
受
け
て
懇
談


